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論文内 容の要 旨

アラニンーNーカノレボン酸無水物のーD-L共重合を行ない，共重合体の物性と立体規則性の関係およ

び規則性評価の方法を調べさらに共重合における立体規制因子を検討した。

ポリアラニンの物性例えば耐溶媒性，耐熱性，結品性，旋光性，溶液挙動等が D-L 組成およびそ

の分布特に αーヘリックス形成に重要なアイソタクチックブロック含量に密接に関係する事，そして

アイソタクチックブロック合量が旋光度よりアイソタクチック含量が赤外吸収より求まり且つ有用で

ある事を見出した。

アラニン-N-カノレボン酸無水物の D-L 共重合では不斎選択重合が認められ，立体規則性支配因子

として重合溶媒，重合開始剤が重要であり且つ開始剤の支配力は重合溶媒に依存する。溶媒の作用機

構について考察を行なった。

アイソタクチック重合に対して，ジオキサン，ジメトキシエタンが溶媒として，そしてとれ等の溶

媒中で開始剤として水酸化第四級アンモニウムを用いる事が有効である。これ等の組合せで得たポリ

一DLーアラニンのアイソタクチックブロック合量は高い。

論文審査の要旨

アミノ酸のN-カ Jレポン酸無水物 (NCA) の D体と L体との立体共重合に関しては， グノレタミン酸

エステノレについてかなり研究されているが， それと極性が著しく異なるアラニン (Ala) についての

研究はきわめて少ない。武田君の論文は， Ala-NCA の立体共重合において，触媒，特に溶媒の種類

が生成するポリアラニンの立体規則性に影響する乙とを見出し，これに妥当な解釈を行なったもので

ある O
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ポリー L-アラニンとポリーDL-アラニンの諸物性に見られる著しい相違が主鎖の立体規則性に基づ

く乙とを確かめるために D体と L体の比の異なる Ala-NCA の共重合を行ない， 生成するポリアラ

ニンの結品性， 溶解性，溶液粘度などがイソタクトブロックに基づく α-helix 含量に依存すること

を明らかにした。ついで旋光分散および赤外吸収スペクト jレがポリアラニンの α-helix 含量の定量

に使用しうる乙とを確かめ，これを基準として共重合反応を研究した口

D体と L体の比の異なる Ala-NCA の共重合が， 不整選択的に起きる乙とをたしかめた。第三ア

ミンー水系触媒で種々の溶媒中で行なった共重合実験で立体規則性が溶媒の種類により影響を受ける

ことを見出した。エーテ Jレ類 (A群)は，塩化炭化水素など (B群)に比しイソタクト重合に対して

有効であり， 乙れが NCA および生長中の α-helix の N 末端に対する溶媒和および生長中の α­

helix の安定化によるとして説明した。

DL-Ala の重合においてもまた第四アンモニウム塩基およびA群の溶媒が立体規則性の向上に寄与

し，その効果は触媒よりもむしろ溶媒の方が大きいという興味ある事実を見出した。

以上武田君の論文は単に NCA の責合のみならず，立体特異性重合の分野に寄与するところ大き

く，参考論文と共に理学博士の学位論文として十分価値あるものと認めるo
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